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P２　　理事長就任あいさつ

P２　　女性会議代表あいさつ

P３　　令和４年度　ゆめクラブ神奈川の役員紹介

P４　　令和４年度　事業計画・予算

P５　　令和３年度　決算報告

　　ゆめクラブ神奈川事業活動基金募金決算報告
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【特集 地域文化伝承館】

P１　地域文化伝承館　スケジュール
P６　文化の祭典
～  　多彩な展示とステージ
P12　ねんりんピック舞台裏

おもてなしの心　しおりに込めて

第 34 回全国健康福祉祭第 34 回全国健康福祉祭
（神奈川・横浜・川崎・相模原大会）（神奈川・横浜・川崎・相模原大会）

高齢者が培ってきた豊かな経験・知識・技術を活かして高齢者が培ってきた豊かな経験・知識・技術を活かして
取り組んでいる地域文化・伝承活動を実演・展示します。取り組んでいる地域文化・伝承活動を実演・展示します。

地域文化伝承館地域文化伝承館
ねんりんピックかながわ２０２２

� （詳細は６頁～）

開催日時

1111月月1212日日土～～1414日日月 横浜産貿ホール横浜産貿ホール（展示ブース）（展示ブース）
神奈川県民ホール神奈川県民ホール（小ホール）（小ホール）
�� （ステージ出演・13日のみ）（ステージ出演・13日のみ）

開催場所

午前午前1010時〜午後時〜午後55時時
（14日は午後（14日は午後44時まで）時まで）

2022 年2022 年



会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
流
行
で
三
密
回
避
を
強
い
ら

れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
な
に
か
と
制
限

さ
れ
、
会
の
運
営
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
こ
と
と
察
し
て
い
ま
す
が
、

感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
活
動
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。先

の
理
事
会
に
お
い
て
、
樋
口
理

事
長
の
後
任
と
し
て
、
指
名
さ
れ
た

相
模
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
安

藤
正
義
で
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
き
こ
の
任
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
高
齢
者
の
課
題
は
健
康
で

明
る
く
生
活
す
る
こ
と
が
、
社
会
に

対
し
一
番
の
奉
仕
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
「
生
涯

を
健
康
で
長
生
き
を
し
、
楽
し
く
、

仲
良
く
暮
ら
す
」
こ
と
を
目
標
に
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に
、
コ
ロ
ナ
騒
動
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
治
療
法
も
確
立
さ
れ
そ

う
な
の
で
、
も
う
少
し
辛
抱
の
時
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
ご
祈
願
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
に
あ
た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

楽
し
く
延
ば
そ
う
健
康
寿
命

楽
し
く
延
ば
そ
う
健
康
寿
命

公
益
財
団
法
人
　
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

公
益
財
団
法
人
　
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

理
事
長
　
安
藤
　
正
義

理
事
長
　
安
藤
　
正
義

令
和
４
年
度
、
改
め
ま
し
て
こ
ん

に
ち
は
。
２
０
２
０
年
２
月
、
初
め

て
マ
ス
ク
の
必
要
性
を
要
求
さ
れ
て

か
ら
２
年
余
り
、
本
年
11
月
、
い
よ

い
よ
第
34
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な

が
わ
２
０
２
２
地
域
文
化
伝
承
館
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
日
本
各
地
で
県
ご

と
に
順
番
に
開
催
さ
れ
る
全
国
健
康

福
祉
祭
で
、
各
地
区
が
今
ま
で
楽
し

ん
で
き
た
仲
間
づ
く
り
や
地
域
の
文

化
を
発
表
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し

て
き
た
老
人
ク
ラ
ブ
活
躍
の
見
直
し

に
良
い
機
会
で
す
。
県
女
性
会
議
も

来
場
者
に
配
布
す
る
記
念
品
「
し
お

り
」
の
作
製
に
協
力
し
ま
し
た
。
こ

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
へ
集
う
こ
と
を

楽
し
み
に
励
ん
で
い
ま
す
。

自
粛
生
活
が
続
き
、
楽
し
み
の
グ

ル
ー
プ
活
動
が
分
断
さ
れ
、
心
身
の

衰
弱
が
健
康
を
損
な
っ
て
い
る
影
響

が
多
大
で
見
守
り
も
重
要
で
す
。
仲

間
あ
っ
て
の
人
生
、
助
け
合
っ
て
活

動
し
ま
し
ょ
う
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
皆
で
集
お
う

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
皆
で
集
お
う

女
性
会
議
代
表
　
小
川
　
榮
子

女
性
会
議
代
表
　
小
川
　
榮
子

理
事
長
就
任
あ
い
さ
つ

女
性
会
議
代
表
あ
い
さ
つ

第203号 2ゆめジャーナル神奈川



令
和
４
年
度
　
ゆ
め
ク
ラ
ブ
神
奈
川
の
役
員
紹
介

令
和
４
年
度
　
ゆ
め
ク
ラ
ブ
神
奈
川
の
役
員
紹
介

55
月月
2727
日
に
理
事
会
を
開
催
し
、
新
た
な
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

日
に
理
事
会
を
開
催
し
、
新
た
な
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

66
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
22
名
の
理
事
を
推
薦
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち
１
名
が
副

名
の
理
事
を
推
薦
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち
１
名
が
副

理
事
長
と
な
り
ま
す
。

理
事
長
と
な
り
ま
す
。
66
名
の
副
理
事
長
の
中
か
ら
１
名
を
理
事
長
と
し
て

名
の
副
理
事
長
の
中
か
ら
１
名
を
理
事
長
と
し
て

承
認
し
ま
す
。

承
認
し
ま
す
。

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

○
理
事
長

　
安
藤　

正
義

�

（
相
模
原
ブ
ロ
ッ
ク
・
相
模
原
市
）

〇
副
理
事
長

　

加
藤　

春
樹

�

（
横
三
ブ
ロ
ッ
ク
・
横
須
賀
市
）

　

山
田　

耕
嗣

�

（
湘
南
ブ
ロ
ッ
ク
・
藤
沢
市
）

　

藤
塚　

捨
雄

�

（
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
・
座
間
市
）

　

山
口　
　

繁

�

（
西
湘
ブ
ロ
ッ
ク
・
小
田
原
市
）

　

鈴
木　

郁
男

�
（
足
柄
上
ブ
ロ
ッ
ク
・
南
足
柄
市
）

〇
理
事

　

川
松　

賢
治

�

（
横
三
ブ
ロ
ッ
ク
・
三
浦
市
）

　

菊
地　

繁
雄

�

（
湘
南
ブ
ロ
ッ
ク
・
秦
野
市
）

　

木
村　

政
人

�

（
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
・
清
川
村
）

　

福
住　

正
巳

�

（
西
湘
ブ
ロ
ッ
ク
・
箱
根
町
）

　

井
上　

捷
三

�

（
足
柄
上
ブ
ロ
ッ
ク
・
大
井
町
）

　

石
黒　

雄
彦

�

（
相
模
原
ブ
ロ
ッ
ク
・
相
模
原
市
）

　

小
川　

榮
子

�

（
女
性
会
議
代
表
・
南
足
柄
市
）

　

福
地　

賢
一

�

（
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
）

〇
監
事

　

角
川　

信
男
（
大
和
市
）

　

市
原　

尚
武
（
湯
河
原
町
）

�

（
行
政
ブ
ロ
ッ
ク
順
に
記
載
）

令
和
３
年
度

２
月

2 日 全老代表者会議
4 日 正副理事長会

10 日 ねんりんピック企画検討委員会
17 日 地域支援担い手養成研修シンポジウム
18 日 ねんりんピック式典・専門部会
24 日 事業活動基金管理委員会

３
月

4 日 正副理事長会／理事会

11 日 ゆめジャーナル編集委員会
全老連理事会・評議委員会

23 日 評議員会
25 日 事務担当者会議

令
和
４
年
度

４
月

6 日 関ブロ事務局長会議
8 日 正副理事長会

18 日 ねんりんピック県・3 政令市会議
28 日 女性ブロック代表者会議

５
月

2 日 正副理事長会
6 日 関ブロ幹事会・会長会
9 日 監事監査

12 日 理事会
20 日 ねんりんピック県・3 政令市会議
24 日 女性会議研修会
27 日 評議員会／理事会

６
月

6 日 ねんりんピック県・3 政令市会議
10 日 正副理事長会
16 日 全老連評議員会
23 ～
24 日

関ブロリーダー研修会
（新潟県越後湯沢）

７
月

1 日 正副理事長会
15 日 ゆめジャーナル発行

県老連の動き～事業実施のご報告～

（
前
列
：
右
か
ら
）

加
藤
副
理
事
長
、
安
藤
理

事
長
、
山
田
副
理
事
長

（
後
列
：
右
か
ら
）

藤
塚
副
理
事
長
、
山
口
副

理
事
長
、
鈴
木
副
理
事
長
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◇�「
か
」
か
が
や
い
て
元
気
に
生
き
る

(

健
康
・
生
き
が
い
事
業)

①�

高
齢
者
健
康
づ
く
り
実
践
教
室
／

県
下
２
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催

②�

ブ
ロ
ッ
ク
老
連
で
行
う
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
交
流
の
集
い
へ
の
支
援

③�

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア
か
な
が
わ

へ
の
参
加

④�

高
齢
者
社
会
参
画
・
生
き
が
い
づ
く

り
支
援
事
業(

県
委
託
事
業)

ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
／
県
内
６
ブ
ロ
ッ
ク

で
実
施

　

地
域
支
援
事
業
担
い
手
養
成
研
修
事

業
／
地
域
支
援
事
業
の
担
い
手
養
成
研

修
、
新
し
い
生
活
様
式
で
つ
な
が
る
研

修
、地
域
支
援
担
い
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◇�「
な
」
な
か
ま
を
広
げ
て
仲
良
く
生

き
る(

社
会
活
動
事
業)

①�

友
愛
チ
ー
ム
４
３
８
に
よ
る
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
在
宅
高
齢
者
へ
の

支
援
活
動
、
友
愛
チ
ー
ム
員
の
た
め

の
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
研
修

②
友
愛
活
動
等
支
援
事
業

　

�

31
市
町
村
老
連
で
会
員
以
外
の
高

齢
者
も
含
め
活
動

③
地
域
活
動
支
援
事
業

　

�

市
町
村
老
連
が
行
う
次
世
代
や
他

団
体
と
の
交
流
事
業
／
地
域
の
安

全
安
心
支
援
、パ
ソ
コ
ン
活
用
事
業

④�

９
月
20
日
「
社
会
奉
仕
の
日
」
統
一

活
動
の
実
施

⑤�

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
運
動
の
実
施

◇�「
が
」
学
習
・
参
加
で
豊
か
に
生
き

る(

情
報
提
供
学
習
に
よ
る
リ
ー

ダ
ー
養
成
事
業)

①�

機
関
紙
「
ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
神
奈

川
」
年
２
回
発
行

②�
ブ
ロ
ッ
ク
別
単
位
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
・
新
任
会
長
等
研
修
会
の
開
催

(

７
カ
所)

③�

県
老
連
役
員
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
、
地

域
活
動
推
進
員
の
研
修
会
、関
東
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
へ
の
参
加
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

④�

市
町
村
老
連
の
指
導
者
育
成
、
６
ブ

ロ
ッ
ク
老
連
連
絡
会
議
へ
の
支
援

◇�「
わ
」
わ
く
わ
く
ニ
コ
ニ
コ
楽
し
く

生
き
る

①�

神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
等
功
労
者

の
つ
ど
い
の
開
催

②
賀
詞
交
歓
会
の
開
催

③
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
へ
の
参
加

　

県
老
連
創
立
60
周
年
事
業
の
一
環
と

し
て
、
事
業
活
動
基
金
で
“
歌
集
”
を

作
成

事
業
計
画
・
予
算

県老連
令和４年度

支出のうち公益目的事業の内訳
事業 金額 説明

クラブ等育成事業 1,259 県老連、関ブロ、市町村老連研修

地域活動事業 10,667 健康づくり支援、
友愛、地域活動支援

調査広報事業 198 ゆめジャーナル委員会等
大会会議費 682 全国大会、功労者の集い
事業活動基金事業
( 旧２１世紀基金 ) 1,802 スポーツ交流大会

基金運営委員会
高齢者社会参画・
生きがい支援事業 2,458 ゆめクラブ大学

地域支援担い手養成研修
共通経費 13,792 事業に伴う人件費、事務経費

合計 30,858

（単位：千円）令和４年度予算

第203号 4ゆめジャーナル神奈川



公益目的事業
¥31,489-

公益目的事業
¥31,489-

合計 36,717合計 36,717

法人会計
¥4,784-
法人会計
¥4,784-

その他事業
¥444-

その他事業
¥444-

基本財産等
運用益　¥24-
基本財産等
運用益　¥24-

分担金 ¥7,843-分担金 ¥7,843-

事業収益
¥320-

県等からの補助金
¥17,659-

県等からの補助金
¥17,659-

寄付金
¥723-
寄付金
¥723-

雑収益 ¥331-雑収益 ¥331-

支出のうち公益目的事業の内訳 （単位：千円）令和３年度決算
事業 金額 説明

クラブ等育成事業 933 県老連、関ブロ、市町村老連研修

地域活動事業 9,817 健康づくり支援、
友愛、地域活動支援

調査広報事業 122 ゆめジャーナル委員会等
大会会議費 3,512 全国大会、功労者の集い
事業活動基金事業
( 旧２１世紀基金 ) 1,765 スポーツ交流大会

基金運営委員会
高齢者社会参画・
生きがい支援事業 2,484 ゆめクラブ大学

地域支援担い手養成研修
共通経費 12,856 事業に伴う人件費、事務経費
合計 31,489

●横須賀市 3,000円（日向さくら会 3,000円）●藤沢市 9,000円（藤沢西部地区老連 6,000円、東楽生会 3,000円）
●小田原市 88,310円（山王網一色 3,000円、緑地区連合会 3,540円、十字地区老連 3,000円、豊川老連 3,000円、富
水西北長寿会 2,000円、国府津地区老連 3,000円、むつみ会 2,000円、南鴨宮第一長寿会 3,000円、足柄地区老連34
区ことぶき会 3,000円、富士見地区 3,000円、幸老連 5,000円、久野地区老連 3,000円、小峰会 3,000円、曽我地区老
連 3,000円、若葉クラブ 5,000円、小田原酒匂老連 5,000円、中曽根寿会 3,000円、片浦地区老連 3,000円、下府中老
連 5,170円、上府中老連10,000円、二川地区老連 3,000円、橘ゆうゆうクラブ 10,600円、飯田岡・第一寿会 1,000円）
●茅ヶ崎市 1,000円（堤下ユメクラブ絆 1,000円）●相模原市 65,610円（淵野辺幸町寿会 6,000円、中和田寿会 2,500
円、ゆめクラブ日連長寿会 5,000円、相模原市老連 52,110円）●大和市 10,000円（大和市老連 10,000円）●伊勢原
市 11,000円（石田長寿会 6,000円、駅前第一・三親会 5,000円）●南足柄市 5,003円（南足柄市老連 5,003円）●海老
名市 10,600円（国分第2ゆめクラブ 5,600円、東柏ヶ谷第4長寿会 5,000円）●葉山町 11,000円（葉山町老人クラブ連
合会 11,000円）●中井町 6,000円（中井町老連 6,000円）●大井町 5,000円（大井町老連 5,000円）●松田町 3,000
円（松田町老連 3,000円）●箱根町 10,000円（箱根町老連10,000円）●ブロック等 43,786円（基金管理委員会 3,744
円、役員研修会 21,093円、西湘ブロック〈ニュースポーツ・小田原市〉 18,949円） (敬称略)　合計282,309円

ゆめクラブ神奈川事業活動基金募金　報告令和３年度

収　入（円）
事業活動基金募金 282,309
受取利息 25
前年度繰越金 3,428,425
収入合計 3,710,759

支　出（円）
委員会開催諸経費等 76,427
各市町村助成金 405,000
60 周年記念誌作成 1,270,500
振込手数料負担 13,155
支出合計 1,765,082
次年度繰越金 1,945,677

【決算報告】� （令和４年３月 31 日現在）　

（単位：千円）

（単位：千円）

皆様の貴重な基金を今後も各市町村老連事業に活用させて
いただきたいと思います。ご協力ありがとうございました。
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文化の祭典　多彩な展示とステージ文化の祭典　多彩な展示とステージ
地域文化伝承館地域文化伝承館

特集
開催日時

1111月月1212日日土～～1414日日月 横浜産貿ホール横浜産貿ホール（展示ブース）（展示ブース）
神奈川県民ホール神奈川県民ホール（小ホール）（小ホール）
�� （ステージ出演・13日のみ）（ステージ出演・13日のみ）

開催場所

午前午前1010時〜午後時〜午後55時時（14日は午後（14日は午後44時まで）時まで）

2022 年2022 年

秦
野
市
「
た
ば
こ
祭
り
」
で

１
０
０
０
人
パ
レ
ー
ド
の
踊
り
で

す
。
小
島
喜
一
作
詞
、
中
山
晋
平
作

曲
の
踊
り
は
、
昭
和
25
年
か
ら
踊
り

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
名
前
が
時
代

に
合
わ
な
い
な
ど
議
論
も
あ
り
ま
し

た
が
、
タ
バ
コ
栽
培
が
秦
野
市
の
産

業
の
土
台
で
あ
っ
た
こ
と
を
大
事
に

し
よ
う
と
守
り
続
け
て
い
ま
す
。
聞

け
ば
タ
バ
コ
栽
培
の
情
景
が
浮
か
ぶ

歌
と
、
目
を
引
く
着
物
に
ご
注
目
く

だ
さ
い
。

久
し
ぶ
り
の
お
披
露
目
の
機
会
、

が
ん
ば
り
ま
す
！

た
ば
こ
音
頭

色鮮やかな着物にも注目

ステージステージ
秦
野
市
老
連

せ
み
の
形
を
模
し
た
凧
を
手
作
り

し
、
五
月
の
節
句
に
子
ど
も
の
成
長

を
願
っ
て
凧
あ
げ
を
し
ま
す
。
明
治

30
年
代
に
伊
勢
原
市
の
大
宝
寺
住
職

が
竹
を
利
用
し
作
っ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。一
時
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
17
年
に
保
存
会
を
結
成
し
、
作

製
と
地
域
の
行
事
を
伝
承
し
続
け
て

い
ま
す
。
作
製
方
法
や
色
は
古
く
か

ら
伝
わ
れ
て
い
る
そ
の
ま
ま
に
伝
承

し
て
い
ま
す
。

小
学
６
年
生
は
発
祥
の
お
寺
に
話

を
聞
き
に
行
き
、材
料
の
切
り
出
し
、

作
製
を
半
年
か
け
て
保
存
会
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

せ
ん
み
凧

厚
木
市
老
連　

玉
川
地
区

ブースブース

６年生の凧揚げの様子
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平
成
18
年
に
発
足
。
地
元
の
自
治

会
館
で
月
に
３
～
４
回
練
習
し
て
い

ま
す
。
公
民
館
、
文
化
祭
、
慰
問
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
会
員
は

高
齢
者
ば
か
り
で
地
域
の
皆
さ
ん
に

応
援
し
て
い
た
だ
き
が
ん
ば
っ
て
お

り
ま
す
。

会
の
た
め
に
特
別
に
編
曲
さ
れ
た

「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行
く
」「
荒
城

の
月
」
を
お
聴
き
い
た
だ
き
、
最
後

に
「
ふ
る
さ
と
」
を
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

伴
奏
に
合
わ
せ
て
、
会
場
の
皆
様
に

歌
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。 ハ

ー
モ
ニ
カ
わ
か
ば

フ
レ
イ
ル
予
防
は
健
康
寿
命
を
の

ば
す
に
は
重
要
な
の
で
、
会
員
含
め

て
広
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
社
会
参
加
の
機

会
を
増
や
す
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
そ

の
も
の
で
す
。
独
自
の
16
チ
ェ
ッ
ク

表
と
体
操
を
作
り
、
実
践
中
で
す
。

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
一
部
を
体

験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
ま

す
。
展
示
の
他
に
実
演
も
行
い
ま
す

の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

手
芸
サ
ー
ク
ル
会
員
に
よ
る
手
作

り
木
の
実
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
来
場
者

記
念
に
ご
用
意
し
て
い
ま
す
！

フ
レ
イ
ル
予
防

「
木
の
実
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
」

踊
り
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
員
だ
け
で
は
な
く
、
幅
広

い
年
代
の
メ
ン
バ
ー
で
行
っ
て
い
ま

す
。千

載
一
遇
の
初
舞
台
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
花
と
咲
く
身
に

歌
あ
れ
ば
咲
か
ぬ
花
に
も
唄
ひ
と

つ
、
舞
台
を
踏
め
な
か
っ
た
皆
さ
ん

の
分
ま
で
一
生
懸
命
努
め
ま
す
。
切

磋
琢
磨
の
情
熱
が
、
地
域
文
化
伝
承

館
の
祭
典
を
通
じ
神
奈
川
県
老
人
ク

ラ
ブ
発
展
の
一
朶
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。 人

生
こ
れ
か
ら
音
頭

ハーモニーにご注目ください

情熱溢れるステージをお楽しみに

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

体
験
コ
ー
ナ
ー

記念に手作り木の実
ストラップはいかが

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉

ブースブース

ステージステージ
葉
山
町
老
連

ステージステージ
相
模
原
市
老
連　

若
葉
台
地
区
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�

「
伊
勢
原
観
光
道
灌
ま
つ
り
」
で

１
０
０
人
の
武
者
行
列
で
い
っ
ぱ
い

に
し
た
い
と
い
う
夢
を
持
ち
、
平
成

15
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
甲
冑
教
室

を
開
講
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
こ

の
夢
も
実
現
。
紙
で
で
き
て
い
る
と

は
思
え
な
い
出
来
栄
え
を
県
内
外
で

披
露
し
て
い
ま
す
。

迫
力
あ
る
寸
劇
「
太
田
道
灌
一
代

記
」
ほ
ら
貝
と
歌
を
交
え
な
が
ら
お

届
け
し
ま
す
。

大
き
な
基
壇
を
ス

テ
ー
ジ
に
、
自
治
会

主
催
の
盆
踊
り
に
毎

年
参
加
し
て
い
ま
す
。

市
ゆ
め
連
で
は
運
動

会
の
お
昼
休
み
に
踊
っ
て
い
ま
す
。

踊
り
や
す
い
の
で
誰
で
も
踊
れ
る
、

踊
っ
て
楽
し
い
音
頭
で
す
。

寸
劇

新
海
老
名
音
頭

�

神
奈
川
お
ど
り誰でも踊れる手軽さが魅力誰でも踊れる手軽さが魅力

紙でできているとは思えない完成度の甲冑

平
塚
七
夕
ま
つ
り
の
パ
レ
ー
ド
で

踊
っ
て
い
る
「
平
塚
七
夕
お
ど
り
」

を
踊
り
ま
す
。
ま
た
、
市
老
連
大
人

気
事
業
の
「
リ
ズ
ム
体
操
」
も
ご
披

露
し
ま
す
。70
代
は
ま
だ
ま
だ
若
手
、

80
代
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
！　
「
人
生

１
０
０
年
時
代
、
健
康
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
」

平
塚
七
夕
お
ど
り

�
リ
ズ
ム
体
操

華やかな
平塚七夕おどり

練習にも力が入る

ステージステージ
平
塚
市
老
連　

女
性
部

ステージステージ
伊
勢
原
市
老
連

�

伊
勢
原
手
作
り
甲
冑
隊

ステージステージ
海
老
名
市
ゆ
め
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

　

相
模
国
分
寺
盆
踊
り
の
会
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藤
沢
市
老
連
で
は
毎
年
11
月
に

「
趣
味
展
」
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
趣
味
活
動
の
作
品
の
展
示
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
老
連
女
性
部
は
毎
月
１
回
、
約

20
名
が
集
ま
っ
て
、
作
品
作
り
を
し

て
い
ま
す
。
趣
味
展
に
は
女
性
部
と

し
て
毎
年
大
作
を
出
展
し
て
い
ま

す
。今

回
は
そ
の
一
部
を
展
示
し
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女
性
部
会
の
作
品
展
示和気あいあいと制作しました

藤
沢
市
老
連　

女
性
部

ブースブース

大
河
ド
ラ

マ
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
で

脚
光
を
浴
び

て
い
る
鎌
倉

時
代
に
ち
な
ん
だ
演
目
を
ご
披
露
い

た
し
ま
す
。「
源�

義
経
」「
鎌
倉
源

氏
節
」「
静
御
前
」
の
３
演
目
。
詩

吟
２
題
と
舞
の
構
成
と
な
り
ま
す
。

詩
吟
・
舞

ステージステージ
横
須
賀
市
老
連

�

シ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
安
針
台お揃いのはっぴもポイント

箱
根
八
里
は
小
田
原
か
ら
箱
根
を

上
り
下
り
し
て
三
島
に
至
る
ま
で
の

路
。永

い
歴
史
に
わ
た
り
伝
承
さ
れ
て

き
た
神
奈
川
県
の
文
化
遺
産
で
あ
る

「
箱
根
馬
子
唄
」
を
保
存
継
承
し
、

広
く
全
国
へ
の
普
及
振
興
を
図
る
た

め
に
、
毎
年
箱
根
馬
子
唄
日
本
一
全

国
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

で
37
回
目
を
迎
え
ま
す
。

過
去
に
日
本
一
に
な
っ
た
４
人
が

唄
い
ま
す
。
迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

箱
根
馬
子
唄
保
存
会

日本一の歌声をお楽しみに！

ステージステージ
箱
根
町
老
連
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６
年
前
に
有
志
で
創
作
し
、
地
元

の
自
治
会
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

市
シ
ニ
ア
連
の
演
芸
大
会
や
地
域
の

盆
踊
り
、
落
語
会
の
余
興
な
ど
に
出

演
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

が
続
き
、
久
し
ぶ
り
の
舞
台
な
の

で
、
出
演
者
一
同
、
今
回
の
晴
れ
舞

台
を
目
標
に
練
習
を
再
開
し
て
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ー
エ
節
・
一
本
締
め

相
模
原
音
頭
は
昭
和
33
年
に
作
ら

れ
、
地
域
の
盆
踊
り
と
し
て
踊
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
昔
は
学
校
の
運
動
会

で
も
み
ん
な
で
踊
り
ま
し
た
。
さ
が

み
は
ら
甚
句
は
市
民
祭
り
を
記
念
し

て
作
ら
れ
ま
し
た
。
緑
輝
く
街
、
相

模
原
市
に
生
き
る
幸
せ
を
思
っ
て
踊

り
ま
す
。

幸
扇
会
は
毎
週
地
域
公
民
館
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
発
表
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
練
習
を
積
ん
で
い
き

ま
す
。

相
模
原
音
頭
、
甚
句

地域公民館で鋭意練習しています

演芸大会でも披露しています

ステージステージ
大
和
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

新
町
む
つ
み
会

ステージステージ
相
模
原
市
老
連　

幸
扇
会

相
模
原
市
の
組
ひ
も
は
大
正
10
年

鳥
屋
出
身
の
佐
藤
時
太
郎
氏
が
東
京

に
創
業
し
た
工
場
に
津
久
井
の
人
た

ち
が
働
き
に
出
て
、
帰
村
後
次
々
に

製
紐
業
を
興
し
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
現
在
で
は
組
ひ
も
の
種
類
は
多

く
、
仏
具
、
和
服
用
品
、
包
装
用
の

紅
白
ひ
も
、
箱
ひ
も
な
ど
が
あ
り
ま

す
。組

ひ
も
の
高
い
技
術
を
垣
間
見
れ

る
移
動
型
の
機
器
の
展
示
、
実
演
を

行
い
ま
す
。

伝
統
工
芸
「
組
ひ
も
」

�
実
演
・
体
験伝統工芸づくりの一端に触れてみませんか

相
模
原
市
老
連

ブースブース
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職
人
が
伝
統
を
守
り
丹
精
を
こ
め

て
作
る
大
山
こ
ま
は
、
木
肌
の
温

も
り
を
感
じ
る

郷
土
玩
具
。
よ

く
廻
る
こ
と
か

ら
金
運
が
つ
い

て
廻
る
と
い
わ

れ
る
縁
起
物
で

す
。 大

山
独
楽（
こ
ま
）

会
員
が
作
製
し
た
絵
画
、
書
道
、

写
真
、
俳
句
、

川
柳
、
詩
、
手

工
芸
品
を
展
示

し
ま
す
。
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
の

日
ご
ろ
の
趣
味

活
動
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

趣
味
の
作
品
展

小
田
原
市
民
文
化
祭
、
尊
徳
祭
、
各

市
町
村
自
治
会

祭
り
な
ど
で
披

露
し
て
い
ま
す
。

お
祝
い
の
席

で
う
た
わ
れ
る

「
鶴
亀
」
を
ご
披

露
い
た
し
ま
す
。

謡
曲

金運がついて廻るといわれるこま

会員の力作を展示します 「鶴亀」をご披露します

伊
勢
原
市
老
連

ブースブース

ステージステージ
南
足
柄
市
老
連　

朗
声
会

平
塚
市
老
連

ブースブース

こ
れ
ま
で
作
製

し
た
も
の
の
展
示

の
他
に
、
来
場
し

た
方
が
作
っ
て
持

ち
帰
れ
る
よ
う

な
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
準
備
し
て
い
ま

す
。 押

し
花
展
示

ス
ト
ラ
ッ
プ
作
成
体
験

南
足
柄
市
老
連

　

上
怒
田
押
し
花
友
愛
チ
ー
ム

ブースブース

力作揃えお待ちしています

杉
の
子
夢
ク
ラ
ブ
（
杉
の
子
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル
）
は
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
ち
り

め
ん
細
工
等
の
創
作
に
取
り
組
み
、

毎
年
１
月
に
市
老
連
で
開
催
し
て
い

る
「
ゆ
め
ク
ラ
ブ
相
模
原
作
品
展
」

に
出
展
し
て
い
ま
す
。
ち
り
め
ん
は

生
糸
を
使
っ
て
平
織
り
に
し
、
ぬ
る

ま
湯
に
入
れ
縮
ま
せ
た
も
の
で
す
。

ち
り
め
ん
出
展

相
模
原
市
老
連

ブースブース

ちりめん細工
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おもてなしの心おもてなしの心
� しおりに込めて� しおりに込めて

５月 24 日に女性会
議 の メ ン バ ー 32 名

で、神奈川県の伝統文化である「箱根の寄木
細工」と「相模原市の組ひも」でしおりを作
りました。3 年ぶりに集合しての活動でした。
当日お越しになる方々を思いながら、作業を
やり遂げた充実感でいっぱいでした。

みな
さん、地域文化伝承館に来てくださーいみな
さん、地域文化伝承館に来てくださーい

※写真撮影用にこの瞬間だけマスクを外しました※写真撮影用にこの瞬間だけマスクを外しました

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

�

舞
台
裏

「地域文化伝承館」来場者への記念品作製会

一生懸命作製中一生懸命作製中

協力が大切協力が大切

出来上がったしおり出来上がったしおり

第203号 12ゆめジャーナル神奈川


